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表紙写真：辻村 一男 さん 

タイトル：古いアーチ橋～歴史は残ります～ 

年 月 日： 2023 年 8月 11日 

場  所：函館市鎌谷町、旧戸井線アーチ橋 

コメント：昭和 11年着工、戦時中 17 年に 

中断、未完成のままです。 

麻生ふるさと交流会は活動を終了しま

すが、その活動の歴史はどこかに残ってい

ると思われます。 

会員皆さまのご協力に感謝いたします。 
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２０２３年度第１回麻生ふるさと交流会 

第 １１ 回麻生ふるさと交流会定期総会 

 

場所：麻生市民交流館やまゆり 

日時：２０２３（令和５）年４月２９日(土・祝) 

１３：３０～１６：００ 

参加人数：会員１１名、会員外１０名、計２１名 

 

第１１回定期総会・・・(13：30～14：00) 司会：宮本事務局

  

出席者の皆さん 

 

開会の辞：松本会長欠席のため辻村 

副会長が代理。 

 最近の話題はWBC侍ジャパンの活躍で、

テレビ視聴率は４２％に及んだ。 

 大谷・吉田・ダルビッシュ・佐々木などの

他に、ヌートバー等も活躍した。 

 本日は、第１１回定期総会後に、佐久間

様による講演「木遣りの話」をお願いして

おります。 

また、４月１日から、やまゆり利用の規制が

緩和され、２０１９年１０月５日以来、３年半ぶ

りに「懇親会」が開催されます。 

 
司会の辻村さん 

2. 【１号議案】活動報告：宮本事務局長 

配布資料のように、イベントを３回実施し

た。 

第1回（4/30）は定期総会をネット併用で実

施し、その後に、萩原みどり様の「読み語り和

音」による朗読会を開催。 

第２回（11/19）は「やまゆり」会場が使用出

来ず、３年ぶりに再開された登戸研究所見学

を行った。 

第３回（2/25）は、講演【麻生区の地名を探

る】を日本地名研究所の菊池恒雄様にお願い

した。併せて会員による「麻生区内の珍しい地

名調査」も披露された。 

 

説明の宮本さん 

【２号議案】収支報告：吉田会計責任者が 

欠席のため、平塚委員が代行した。 

配布資料の通りです。来年度への繰越金は

31,555円です。 

白石会計監査より会計監査報告が行われま

した。 

 

4. 【３号議案】運営委員の選出： 

昨年度と同様です。 

 

5. 【４号議案】活動計画：宮本事務局長より 

イベントは本日の総会を含め３回予定しまし

た。 

7/8と9/2の内容は未定です。 
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6. 【５号議案】予算計画：平塚委員が代行 

した。 

２０２３年度会費は徴収しない予算です。 

イベント３回分の費用他必要経費を計上しまし

た。 

次年度への繰越金（予備費）は1,555円で、殆

どありません。 

★以上の議案は拍手によって承認されまし

た。 

 

7. 下記の提案が宮本事務局長より説明され、

参加者の賛同が得られました。 

【提案：麻生ふるさと交流会の活動を今年度で

の終了を検討する。】 

「提案理由」 

当会は「懐かしいふるさとを語り合いなが

ら、新しいコミュニティづくりを通して、心豊か

な親睦と交流から地域の活性化に寄与し、将

来的には県人会組織の立ち上げに寄与する」

ということで、２０１３年３月に麻生市民交流館

やまゆりの登録団体となり、同年６月には麻

生区地域コミュニティ活動支援事業団体に選

ばれ 活動して参りました。 

残念ながら県人会の立ち上げには至りませ

んでしたが、皆様の「ふるさと自慢」などを通し

ての交流を図るなど、「当初の目標」はほぼ達

成したのではないかと思います。 

しかしながら、現在は運営に携わっていた

だいた方々の高齢化も進み、出来れば、どな

たかに引き継いでいただければという思いは

あります。 

皆様のご意見を拝聴し次回の定例会で対

応させていただきます。 

 

第２部 講演会：木遣りについて 

・・・(14：10～15：10) 

講師：佐久間 力也 様（梨の木団地自治会、

元江戸消防記念会） 

 

今回の講演は会員の松岡さんの紹介によ

って実現しました。講師の佐久間力也様は梨

の木団地にお住まいですが、松岡さんが主宰

する「さつきカラオケ教室」の常連さんで、毎回

のように５・６名のお仲間と一緒に白山まで遠

征し、美声を披露しておられます。 

 

佐久間講師・平塚補佐役 

  

ゲスト参加者は１０名も！ 

 

講演に際しては、配布資料は各自に読んで

頂くこととし、動画の放映を主体とした。 

講演の要旨は別途ｐ７～を参照下さい。 

 

江戸の火消しや纏・梯子・木遣り等の全般

的な事については、動画：「日本火消し保存会

と消防博物館」を放映しました。（下記URLでご

覧下さい） 

https://www.nihonhikeshihozonkai.org/news/ 

 

消防博物館 

 
纏を先頭に、火事現場へ！ 

https://www.nihonhikeshihozonkai.org/news/


  

 

3  

 

最前線の屋根上に一番纏 

 

各組ごとの纏 

 
日本火消し保存会 

 

梯子のり 

 

纏ふり 

 

 

 

 

 

 

続いて佐久間様が所属しておられた「江

戸消防記念会」の動画を放映した。 

動画全体は約７０分のため、主な部分を

選んで、木遣り稽古風景・各区の木遣り・纏振

込・刺又乗り・梯子乗り・ご祝儀木遣り・大〆等

を放映した。 

 

主な画像は【講演要旨】を参照下さい。 

 

佐久間さんが木遣り披露
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第３部 懇親会 ・・・・・・・・・(15：20～16：50) 

３年半ぶりの懇親会！ 

買い出しは本日欠席の本間さんと宮本さんが、イベント開始前に行って下さいました。お酒

の差入れもありました。 

久しぶりの仲間、お知り合いのゲスト皆さんと懇親を深めました。  

佐久間さんの「組頭の半纏」をお借りして記念写真。後半は 松岡さんのパソコン操作によ

るカラオケになりました。 

   

差し入れです        カンパ～イ！ 懐かしい会員同士・ゲストの皆さんも 

   

宮本・宮河・辻村さん     梨の木団地の皆さん    平塚・佐久間・谷本・大木さん 

    

佐久間・宮本さん     佐久間・辻村・宮河・白石さん    日下部・出口さん 

   

福田・大木・高橋さん       福田・大木さん       佐久間・草ケ谷・内山さん 
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午年の会メンバーです  辻村・松岡さん ピンクがお似合い！  日下部・辻村さん 

   

梨の木団地の３人      草ケ谷さん・そろそろ９０歳？  カラオケ先生・松岡さん 

  

恒例の跡片付け       佐久間さんの大〆め 
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運営委員会２０２３．６．９ 打合せ結果】  事務局 

～当会の解散に当たって討議した事項について～ 

出席者：辻村・平塚・横田・吉田・松岡・白石・森・宮本 

 

下記のような事項について、運営委員で討議。  

解散の時期 

【現状】4/29 総会で、本会の活動を今年度での終了を検討する提案があり、参加者の賛同を

得た。 

【討議結果】 

休会案もあったが今年度で活動は終了する。 

現時点で 7/8(土)と 9/2(土)の会場予約済であったが、9/2(土)に臨時総会を実施する。 

7/8(土)の会場予約はキャンセルする。…実施済 

 

会計残金の処理 

【現状】今年度繰越金 31,555 円、4/29 イベント終了時残金 13,633 円。 

今後１回の支出：会場費 3,000 円、資料代 1,000 円。残金 9,633 円 

【対応策】 

残金は臨時総会時の会場費・使用機器等の費用として使用する。  

最終的な収支決算は、次回臨時総会時に提示する。（後日追加した）  

 

未収金の処理 

【現状】2023/4/29 の出欠表参照。現時点の未収金は 33,000 円（17 名） 

    2021 年度以後の年会費は徴収していない。 

１年分未納者 11 名、２年分 1 名、３年分 2 名、4 年分 1 名、5 年分 2 名。 

★年会費の納入について、開催案内などで納入の呼びかけは特に行っていない。 

【対応案】未収金の催促は特に行わないこととする。 

 

HP サーバ停止 

【現状】最近は余り更新していない。閲覧者も少ない。 

【対応案】次の案が考えられる。 

会報「ふるさと」の総目次を追加する。（29 号まで完成。4/29：第 36 号発行） 

会報の【pdf 版】を URL 化して会員に配布する。 

紙製本版は作成しない。 

   今後、会報担当（平塚）が、URL 化が可能かを検討。 

以上 
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講演要旨：木遣りについて 

講師・佐久間 力也 

（担当者が編集） 

 

「火事とけんかは江戸の華」と言われるよ

うに、江戸の町には火事がとても多かった。 

そんな火事の被害をくい止めるため、江

戸の町には色々な消防組織が作られた。 

火消道具の一つとして纏や梯子などがあ

るが、江戸の伝統技芸として、纏ふり・梯子

のり・木遣りが残っている。 

講演の際には、内容を簡単に理解して頂

くために、動画：日本火消し保存会と消防博

物館を放映した。（下記 URL でご覧下さい） 

https://www.nihonhikeshihozonkai.org/news/ 

 

【江戸の火事】 

・江戸の町は木造家屋が連なる 

⇒火事が多い 

・大火は１００回余り、２～３年に１回の大火 

【明暦の大火】：明暦３（１６５７）年 

・・・別名「振袖火事」 

・本郷丸山の本妙寺など３ヶ所から出火 

・大名屋敷５００、旗本屋敷７７０、寺社３５０、

橋６０，町屋４００町が焼失し、 

死者１０７，０００人。 

・原因は、本妙寺の大施餓鬼に、亡き娘の

供養に燃やした振袖が風に舞い上がり、 

本堂に燃え移ったエピソード。 

 

【明暦の大火：振袖火事】 

★大火の教訓から 

・火災の延焼を防ぐ空間：火除け空地、火除

け土手、広小路（道幅１０間） 

・各地に掘割：消火用、避難用 

★その教訓として江戸の消防組織が整備。 

 

 

【江戸の３火消】 

・江戸の消防は「破壊消火」が基本⇒火元よ

り風下の家々を壊す⇒延焼を防ぐ 

・江戸の消防組織 

 ①大名火消（大名直属）・・・武家地の消防 

 ②定火消（幕府直属）・・・江戸城の消防 

 ③町火消（民営自治）・・・町人地区の消防 

①大名火消 

【組織的な火消制度：奉書火消】 

・寛永６（１６２９）年火災緊急時に臨時に大

名が招集された。 

・寛永２０（１６４３）年には、大名１６家・４組

からなる編成を整え江戸の消防にあたっ

た。 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

この【講演要旨】は講師・佐久間力也様が、当日の講演の際に使用されたパワーポイントの

プレゼン資料を、ワード版に会担当者が編集したものです。 

https://www.nihonhikeshihozonkai.org/news/
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②定火消 

【明暦大火の教訓から】 

・旗本４家を選抜、火消屋敷を与え、専門に

江戸城の火災警戒を命じた。 

・宝永元（１７０４）年には、１０家からなる 

定火消が編成。 

・与力６騎・同心３０人・臥煙１００～２００

人。 

 

③町火消 

【いろは４８組と本所深川１６組が組織】 

・町人地区を火災から守る「町火消」 

・享保５（１７２０）年に、町奉行大岡忠相 

が組織。 

・総勢１万人、費用は町の負担 

・ 

・命知らずで粋な火消は大人気 

・階級：頭取・小頭・纏持ち・梯子持ち 

・道具持ち・平人（鳶口）・土手人足（土木工

事人足） 

・鳶などの町火消人足は、普段は建築現場

で働き、火急の時には即刻町内の自身番に

集結し、頭取の指揮のもと、現場へ向かう。 

【臥煙（がえん）】 

・常に法被一枚とフンドシだけで、気が荒

い。 

・臥煙部屋で起居、待機する。 

・就寝時は１０～１５人が並んで眠り、緊急

時には寝ず番の一打で一斉に起きる。 

 

 

 

【火消道具】 

★七つ道具：纏・竜吐水・大団扇・梯子 

・鳶口・刺又・玄番桶 

・纏持ち：花形、屋根に駆上り一番乗り、ここ

で火勢を止めろ！ 

・竜吐水（りゅうどすい）：玄番桶で水を入

れ、ポンプ口から水を吹出す。纏持ちに水を

吹付け、火の粉から守る。 

・大団扇：火の粉を払う 

・鳶口と刺又：家屋破壊 

・火消は現場に着く前に、全身に水をたっぷ

り被って行く。 

 

２．纏（まとい） 

【纏の由来】 

・戦国時代：戦場に赴いた武将が、敵と区別

するために、馬印をしたのが始まり。 

・江戸時代：江戸詰めの諸大名の屋敷等

で、消火活動のシンボルとして、纏に定紋を

刷込む。 

・江戸中期：大岡越前守忠相により、八百八

町の防火体制確立のため、「町火消」が創

設され、頭飾りに工夫を凝らして、他の番組

と判別していた。 

 

・町ごとの区割りに無関係に、早く現場に駆

けつける。 

・現場に着くと、纏持ちが屋根に上がって 

一番纏を記し消火。 

・町の火消しは、可能な限り全部集まる。 
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・消火は延焼を防ぐための破壊消防：纏は

境界線の目印 

 

３ 梯子（はしご） 

【梯子乗りの由来】 

・本来は、仕事の準備運動として鳶職がハ

シゴに乗った。 

・ハシゴ乗りは「加賀鳶」が初めて実施した。 

・出火の報に加賀鳶は現場付近まで来た

が、火の手が見えない。 

⇒持参のハシゴを立てて火の見櫓の代用を

して、ハシゴの上まで登って火事の確認をし

た。 

 

 

４ 木遣り 

【木遣りの由来】 

・建築用材の大木を運ぶ時、多勢が力を合

わせて引っ張る事を言う。「木曳」と同意語。 

・石曳：石を引っ張る 

・鐘曳：梵鐘を引っ張る 

・後には、建築用材を運搬するのを「木遣」

の名で総称した。 

・木遣りは「労働歌」だった。 

 

【木遣り歌の形】 

・巨岩や大木など重量物を運ぶ時は、多くの 

人の力を必要とした。 

・１人の統括する指揮者の号令によって、全 

体の力を結集した。 

・号令の役目が『木遣り歌』である。 

・まず指揮者が「呼び声」で全員の士気を高

め、引っ張る人達が、それを受けて一斉に

力を結集する。 

・「呼び声」を「音頭」と言い、曳子の合唱を

「受」と言い、声の「掛け合い」の形である。 

【木遣り歌の移り変わり】 

・大きな城や神社・仏閣の大きな建物造営

⇒ 建築が慶事的なもの 

・『木遣り歌』も「めでたい歌」として歌われ

る。 

・江戸時代には、三味線唄ともなり、特に元

禄期には、長唄や木遣りは一般庶民の歌

い物となった。 

・その頃から、火消・鳶の類が土木関係の職 

にあった事から、『木遣り歌』は、彼らの本

芸となった。 

・氏神祭礼の時、鉾・山車等を曳きながら、

『木遣り歌』を歌う事が大きな目的となり、

喜びになっていた。 

・鳶職に伝わる『木遣り歌』は、棟木だけを

巻き上げる上棟式や、橋の渡り初め・記念

碑の除幕式などの慶事の他、葬儀にも歌

われるようになった。 

【木遣りの種類と分類】 

① 真鶴：必ず最初に歌う。 

② 地：清めを意味するもの。 

③ くさりもの：仕事の区切り。 

④ 端物：くさりとくさりの間。民謡めいた、

儀式ばらないもの。 

⑤ 大間：くさりまたは間のくさりに用いる。

節も良く木遣りの代表的なもの。 

⑥ 追掛物：御祝儀もので、木遣りニ三人で

一人一句ずつ追い掛けて歌うもの。俗

に節物ともいう。謡曲の一種。 

⑦ 手休め物：地形の終わりに、また側受け

の鳶頭が疲れた時に歌う。 

⑧ 巻物：木曳き・石曳き・棟上げ等、全て

の巻き物に用いる。 

⑨ 流し物：道中の長い時に歌う。 

 

・これらの木遣りを歌うには、音頭を出す「木 

遣師」と受声をする側とがいる。 

・木遣師はまた、兄木遣「アニ」と弟木遣「オ 
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ト」とに分け、交互に歌を出すようにしてい 

る。 

・胴搗の場合、一分間に棒二つを落とすの 

を中間という。 

・大間はそれよりも間隔がのびているもの。 

 

【動画】木遣り：江戸消防記念会 

佐久間様が所属しておられた「江戸消防

記念会」の動画を放映した。 

動画全体は約７０分のため、主な部分を

選んで、木遣り稽古風景・各区の木遣り・纏

振込・刺又乗り・梯子乗り・ご祝儀木遣り・大

〆等を放映した。 

 

 

 

 

 

 

 

【おまけ：木遣くずし】（下記 URL） 

 

https://www.youtube.com/watch?v=0CB8-pr5TCY 

 

＊URL は【pdf 版】で閲覧できます。 

【終わり】 

https://www.youtube.com/watch?v=0CB8-pr5TCY
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麻生ふるさと交流会：会報「ふるさと」【pdf版】の URL230828 

 

① ふるさと【01号～10号】 

https://drive.google.com/file/d/1M-Oh-VTie7H3YjBLm0pzjlVzuJl-hxQc/view?usp=sharing 

 

② ふるさと【11号～20号】 

https://drive.google.com/file/d/10oqKGcFvGyxADDrLjpdsJQLB2qjdSMCf/view?usp=sharing 

 

③ ふるさと【21号～30号】 

https://drive.google.com/file/d/1F70L9rMP5RNPSx-PagPCzFELy6JuJk-J/view?usp=sharing 

 

④ ふるさと【31号～37号】（37号の最終頁は含まれていない） 

https://drive.google.com/file/d/1L5v6sT98Qx02-2Vnk-ze9YTf-CkW6pPI/view?usp=sharing 

 

⑤ ふるさと総目次【01号～37号】 

https://drive.google.com/file/d/1QWtlxng9kL6FHgt7QqKy5ovZXKxVbt_D/view?usp=sharing 

 

⑥ ふるさと表紙写真【01号～37号】 

https://drive.google.com/file/d/1Nqy_RBmYoNpD-ItuIyOUWliViTkAJncO/view?usp=sharing 

 

⑦ 過去の交流会活動一覧表 

https://drive.google.com/file/d/1OzzW0PyM_F83Vx-IkiJMtrnACijSmVXH/view?usp=sharing 

 

【上記 No の QR コード】  隣の QR コードを選ばないようにユックリ！ 

       

① 【１～10】  ②【11～20】   ③【21～30】   ④【31～37】    

       

‘⑤【総目次】   ⑥【表紙写真】   ⑦【定例会一覧】 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/1M-Oh-VTie7H3YjBLm0pzjlVzuJl-hxQc/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10oqKGcFvGyxADDrLjpdsJQLB2qjdSMCf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1F70L9rMP5RNPSx-PagPCzFELy6JuJk-J/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1L5v6sT98Qx02-2Vnk-ze9YTf-CkW6pPI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1QWtlxng9kL6FHgt7QqKy5ovZXKxVbt_D/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Nqy_RBmYoNpD-ItuIyOUWliViTkAJncO/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OzzW0PyM_F83Vx-IkiJMtrnACijSmVXH/view?usp=sharing

